




【プログラム】
	日程
	時　　間
	テ　ー　マ
	  講  師（敬称略）

	1
月
26
日
(土)
	12:30～12:40
	（事務局事務連絡）
	

	
	12:40～14:00
	広汎性発達障害（1）：状況に応じた診断と導入　 － 幼児から成人まで
	十一   元三

	
	14:10～15:30
	広汎性発達障害（2）：成人で未診断のケース　 － 併存障害を視野に
	義村　さや香

	
	15:40～17:00
	一般精神保健（1）：「睡眠」で生活を変える　 － “眠り”と精神保健
	若村   智子

	1
月
27
日
(日)
	10:10～11:30
	広汎性発達障害（3）：専門外来における介入　－ 児童思春期を中心に
	岡田    俊

	
	12:30～13:50
	広汎性発達障害（4）：青年期の不登校　　－ アセスメントとアプローチ
	生天目　聖子

	
	14:00～15:20
	広汎性発達障害 （5）：社会的問題行動と事件化のケース
	十一   元三

	
	15:30～16:30
	講師討議と質疑応答
（前半）講義内容への質問
（後半）総合質疑・意見交換
	司会：十一元三
ほか 講師４名


2012年度　発達障害・専門講座６（大阪）
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広汎性発達障害の支援と医療の実際問題


-様々な年齢・状況における介入の在り方-











期　　日：２０１3年 １月26日（土）～27日（日）


受講対象：教育・医療（心療内科・小児科など精神科近接領域）・心理・産業保健・就労支援・司法・福祉等の機関・現場で精神保健にかかわる方々、研究生・大学院生など興味のある方


定　　員：１５０名（定員になり次第締切りますのでホームページなどでご確認ください）


受 講 料：１２,０００円（税込み）　　※昼食は各自でおとりください


主　　催：公益財団法人　明治安田こころの健康財団　　TEL 03-3986-7021


会　　場：大阪府社会福祉会館


大阪市中央区谷町７丁目４－１５　　　TEL 06-6762-５６８1


（市営地下鉄谷町線・長堀鶴見緑地線共に「谷町６丁目」下車④番出口から徒歩５分）





講 師 陣 ご 紹 介（ご出講順）


ご企画：十一　 元三　先生：京都大学大学院医学研究科 人間健康科学系(臨床認知神経科学分野) 教授





義村 さや香 先生：京都家庭裁判所（児童精神科医）


若村　 智子 先生：京都大学大学院医学研究科　人間健康科学系 教授（基礎看護学）


岡田 　 俊  先生：名古屋大学医学部附属病院親と子どもの心療科 講師（児童精神科医）


生天目 聖子 先生：滋賀県心の教育相談センター チーフカウンセラー（臨床心理士）








広汎性発達障害を持つ人への支援の取り組みは、年齢（幼児から高齢者まで）、状況（養育、学校教育、大学生活、就労、結婚など）ともに広がりつつあります。そこでは実にさまざまな臨床的問題が生じており、ライフステージによる違いだけでなく、対象者の状況や支援者との関係によって実施できるアプローチも異なります。そのため、その都度、有効な介入法の検討が不可欠となります。本講座では多彩な支援と医療の現実を代表する問題を取り上げ、ケースと支援者が置かれた状況に応じた介入のポイントを分析し、広汎性発達障害への理解を深めることを目指します。その際、2013年に改訂される本障害の診断基準についても、改訂の要点と現場に与える可能性のある影響について解説する予定です。また、今回は臨床睡眠学の専門家（京都大学の全学共通科目で最も人気の高い科目をご開講）をお招きしました。障害の有無を問わず、安定した生活づくりを目指して「眠りの科学」の基礎知識の習得を目指します。


京都大学大学院医学研究科 人間健康科学系専攻 教授 　十一　元三





※ 時間割・テーマ等については、多少異なる場合があることをお含みください。








